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２０１９年度発行規則書の訂正について（通知） 
 
 
平素より、多大なるご支援をいただき誠にありがとうございます。 
さて、２０１９年度発行の競技規則書（２０１９・２０２０年度適用）について、訂正箇所があ

りますので、下記のとおり通知いたします。つきましては、貴管下関係者に周知徹底を図っていた

だきますとともに、大会運営に支障ないように適用してくださいますよう、よろしくお願い申し上

げます。 
 

記 
 
１	
 競技規則書P25、４．２「プレイヤーの服装と装備」注釈について 
下記赤字部分追加、及び横線部分削除をお願いします。 
 
ペナルティコーナー及びペナルティストロークの実施中、サークル内でその守備を行う

場合、 
及びペナルティコーナーの守備をしている間に守備側にフリーヒットが与えられて、直後

に行うフリーヒットが他のプレイヤーにパスをする場合、顔に密着するようなフェイスマ

スクの着用が許される。フェイスマスクは、表面がなめらかなものか、顔の形に添った金

属製の網（ガード）のついたもので、色は透明か白、ほかの色の場合は単色であればよい。 
 
２	
 競技規則書P144、６人制１３．６－ｄ「罰則の実施手順」注釈について 
下記横線部分を削除し、赤字のとおり修正をお願いします。 

 
「継続（アゲイン）のペナルティコーナー」ではなく、いったんペナルティコーナーが

終了要件に沿って解除された後に、再度ペナルティコーナーになった場合は、 
  最大５名４名のプレイヤーによって守備をすることができる。 
 
 

※	
 このことについて何かありましたら、下記まで問い合わせください	
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